
中1国語｜動詞の基礎

動詞の形の変化を考えよう【解答】
名前 

形が変わる動詞

問1 正しいものを選びなさい。
次のうち、動詞「飛ぶ」が形を変えて使われているものはどれですか。

ア 鳥が遠くへ飛んだ。 イ 空が高い。 ウ 鳥の羽が白い。

答え ア

「飛んだ」には、動詞「飛ぶ」が形を変えて使われています。

問2 正しいものを選びなさい。
「待つ」「待たない」「待った」には、同じ動詞「待つ」が使われています。動詞の部分について正しい説明はどれですか。

ア 文に合わせて形が変わっている イ それぞれ別の動詞である ウ 動詞ではない

答え ア

動詞「待つ」が文に合わせて形を変えています。

言い切りの形

問3 言い切りの形に直しなさい。
「生徒たちは静かに話した。」の動詞を言い切りの形に直しなさい。

答え 話す

問4 言い切りの形に直しなさい。
「雨が降れば試合は中止です。」の動詞を言い切りの形に直しなさい。

答え 降る

問5 言い切りの形に直しなさい。
「私は今日は荷物をそこに置かない。」の動詞を言い切りの形に直しなさい。

答え 置く

文の中の動詞

問6 動詞をすべて抜き出しなさい。
「私は窓を開け、外を見る。」から動詞をすべて抜き出しなさい。

答え 開け、見る

文中に使われている形のまま抜き出します。

問7 動詞をすべて抜き出しなさい。
「犬が立ち上がり、玄関へ向かう。」から動詞をすべて抜き出しなさい。

答え 立ち上がり、向かう

文中に使われている形のまま抜き出します。

どうして動詞？

問8 理由を選びなさい。
「鳥が空を飛んだ。」の「飛んだ」に含まれる動詞を判断する手掛かりとして最も適切なものを選びなさい。

ア 物の名前を表すから イ 言い切りの形を「飛ぶ」とでき形も変わるから ウ 文の最後にあるから

答え イ

動詞かどうかは、意味だけでなく言い切りの形や形の変化も手掛かりになります。 すたペンドリル 3 / 4


